
 

一 般 質 問 通 告 表 
 

平成２７年第３回姶良市議会定例会（９月１０日（木） 午前９時００分開会） 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

１．上村  親 １．マイナンバー制

度による個人情報漏

えいの危険性等につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）国民全員に番号を割り当て、年

金給付や確定申告などで利用するマ

イナンバー制度の番号通知が、本年

１０月から始まるが、市民の認知度

は低く、利便性の向上など制度の周

知がなされていない。制度を分かり

やすく伝える事が重要だと思うが、

本市の取組み状況を示せ。 

（２）１０月以降、世帯ごとに住民一

人ひとりのマイナンバーの通知カー

ドと個人番号カード申請書などが簡

易書留で送付されるが、高齢者への

理解や認知症の方々への対策はどう

するのか。また、校区コミュニティ

及び自治会等から説明の要請がある

場合、職員派遣の対応はするのか。 

（３）マイナンバー制度は、社会保障

（公平・公正な社会の実現）、税務（国

民の利便性の向上）、災害対策（行政

の効率化）の３分野で利用されるが、

それぞれ何のために導入されるの

か。この制度は、どのようなときに

使用できるのか。 

（４）番号制度に対するさまざまな懸

念があるが、個人番号を用いた個人

情報の追跡・名寄せ・突合が行われ、

集積・集約された個人情報が外部に

漏えいするのでないかという懸念。

個人番号の不正利用などにより財産

その他の被害を受けるのではないか

という懸念。国家による個人のさま

ざまな個人情報が一元管理されるの

ではないかという懸念をもっている

人もいる。このことに対する安全の

確保はどうなるのか。 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

２．部分林条例につ

いて 

 

 

 

（５）通知カード・個人番号カードは、

どのような手続き、申請をするのか。 

（６）電算システムの改修は、制度が

始まるまで運用できる体制になるの

か。 

 

 

一昨年発生した、天ヶ鼻の土砂崩落

による市道城瀬～高牧線の復旧や林地

に砂防ダムの建設工事が着手された。

そのとき砂防ダムについては、部分林

のなかに作業道を通し、工事を早期完

成することとなった。その際、部分林

の桧・杉２４本が伐採され、造林者の

総収入が  ２９，３９１円、手数料

５，３５５円、差引計２４，０３６円

となり、収益の分収「市２割(４，８０

７円)・造林者８割(１９，２２９円)」

となった。 

（１）公共工事における収益の分収に

ついての考えについて示せ。 

（２）部分林条例第１２条目的外使用

の禁止及び第１４条部分林の処分の

取り扱いについて、第１２条では「市

長が特に認めた場合」及び第１４条

では「その都度市長と協議する」と

なっているが、その意義を問う。 

（３）これらの事例を考えると、この

条例を改正する必要はないか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．法元 隆男 １．文化財等の整備、

管理について 

 

 

 

 

 

県内で最も多くの文化財を保有する

姶良市にとってきわめて大事なこと

は、適切な整備と目の行き届いた管理

である。また、姶良市に大変ゆかりの

ある島津義弘公の没後４００年が数年

後にくることも視野に入れ、関連する

施設等の整備も求められる。以下の項

目について問う。 

（１） 建昌城跡 

市 長 

教育委員長 

 

 

 

 

 



 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建昌城跡は平成７年に旧姶良町文

化財に、平成２２年には県の文化財

に指定された。文化財としての要素

は、縄文時代草創期及び縄文時代早

期の遺跡、そしてその上層に、豊州

家島津氏の初代島津季久が築いた

「瓜生野城（後に建昌城）」の城郭跡

である。これは非常に貴重な史跡で

あり、今後これをどう評価し、どの

ような形で顕彰していくかどうか。 

（２） 精矛神社 

以前から課題となっているトイレ

の設置について、その後の進捗状況

はどうなっているか。また、神社と

して没後４００年に向けた計画に対

し、市としてどのように関わってい

くかどうか。 

（３） 曽木家の門 

門の屋根が長期間葺き直しされな

いままである。まち歩きの拠点でも

あり、早期の改修が必要と考えるが

どうか。 

（４） 金山橋 

  駐車場やトイレの新設など、大変

立派に整備されたが、下からのヴュ

ーポイントが水害で一部流されたま

まである。以前の回答で「簡易な改

修ではなく、材料や構法を含め、根

本的な解決策を考える」とのことで

あったが、どうなっているか。 

（５） 黒川岬 

  １０号線からの進入道路、駐車場、

現場を含め、非常に未整備である。

以前も同僚議員の一般質問で指摘が

あったが、改善のあとがない。 

  この地は実に風光明媚であり、か

つて鳳山和尚が鳳山軒を作り、そこ

に島津家久が度々訪れるなど縁のあ

る場所で、錦江の名の由来地でもあ

る。早急の取組みが必要と思うが考

えを問う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

３．峯下  洋 １．妊娠・出産に伴

う手続きについて 

 

 

 

 

 

 

 

２．妊娠中の兄弟児

の保育について 

 

 

 

 

 

 

 

３．特定妊婦の支援

策について 

 

 

 

 

 

 

４．「あいあい」、「か

じきっず」の活用に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

妊産婦が行う申請などが複雑で分か

りづらい。もう少し分かりやすくでき

ないか。 

例えば、ホームページ上で手続きの

流れをフローチャート形式で説明でき

ないか。同様に代理人の可否を項目ご

とに表示できないか。 

 

 

妊娠中は体調が変化しやすく、無理

をすると早産などのリスクが高まる。

母子の健康と、兄弟児の健全な育成の

ため妊娠中の保育園利用の優遇を検討

できないか。 

また、その他のサポート体制につい

て示せ。 

 

 

特定妊婦に対して妊娠中から積極的

にかかわり、不安を和らげ、ＳＯＳを

発信しやすいよう取り組んでいる自治

体があるが、姶良市では妊娠中の女性

の状況をどのように把握し、支援して

いるか。 

 

 

中央公民館の「あいあい」は気軽に

楽しく子供たちが遊べるように取り組

んでいる。多くの母子が集い、姶良市

の子育て支援の発信拠点にもなってい

る。 

子育てサポートセンターと協力して、

「あいあい」や「かじきっず」での一

時預かりは検討できないか。 

 

 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

 

 



 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

４．小山田邦弘 １．動物愛護につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．人口ビジョンに

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）平成２３年以降の本市における

動物の捕獲・引き取り、返還、譲渡、

そして殺処分の状況と推移を示せ。 

（２）平成２５年３月議会での答弁で、

鹿児島県動物愛護センター設立以

降、同施設との連携を図りたいとし

ていたが、具体的にどのような連携

が図られたのか。 

（３）平成２６年８月１５日発行の広

報あいらでは、動物愛護をテーマと

して大きく取り上げた。その時の反

響は大きかったように思うが、市民

の反応をどのように捉え、今後の政

策や広報活動にどのようにいかして

いこうと考えているか。 

 

 

（１）平成２６年９月議会の一般質問

で人口ビジョンとそのロードマップ

の必要性を説き、市長も前向きな反

応を示していた。その後国の動きも

あって、本市も人口ビジョン策定に

動いているが、現在の進捗状況を示

せ。 

（２）同一般質問において、市長は移

住定住につながるような堅実な施策

を展開すること、中山間地域につい

ては自らの政治理念が「ふるさとを

なくさない」ことだとし、中山間の

暮らしを未来の新しい暮らし方とし

て提案していくとしていたが、その

後どのようなことが検討され、提案

がなされたのかを示せ。 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．堀  広子 １．医療制度問題に

ついて 

 

（１）安倍政権が閣議決定した「骨太

の方針２０１５」は、「財政健全化」

を口実に社会保障費の伸びを毎年３

市 長 

 

 



 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．児童クラブの拡

充について 

    

 

 

 

 

千億円から５千億円規模で削減する

方針を盛り込んでいる。姶良市とし

てどのような対策をもって市民の暮

らしを守るのか。 

（２）国保税負担の軽減は、医療費の

削減と国保財政への国からの補助率

引き上げを進めることが求められ

る。国は低所得者への負担軽減策を

盛り込んだ１，７００億円の補助を

本年度から実施している。姶良市に

おいて市民負担の軽減策をどのよう

に取り組むのか。 

（３）医療費削減には、高血圧、糖尿、

脳障害など生活習慣が大きな要因と

考えられる。疾病に効果的な保健指

導が必要だが、姶良市では人工透析、

脳障害、心臓疾患などによる患者は、

国保データベースシステム参加保険

者のなかで、どのような位置にある

のか。その対策は、保健指導のなか

でどのように検討され、具体化され

ようとしているのか。 

（４）２０１８年度、国保は県が運

営主体となり、市町村は保険給付、

保険料率の決定、賦課、徴収、資格

管理、保健事業等の事業を行うこと

になる。国保の都道府県化は、市町

村の構造的問題を解決することにな

るのか。 

 

 

子ども・子育て支援新制度で、国は

初めて児童クラブの基準と運営指針を

策定した。市町村も条例で基準を定め、

児童クラブの実施主体として事業計画

を策定することになった。児童クラブ

の量的拡大、質的拡充を図るため下記

の件について問う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

教育委員長 

 

 

 

 

 



 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）１０人未満の児童クラブについ

ても補助対象が拡大された。北山、

漆、永原校区は未整備である。今後

の計画はどのようになるのか。 

（２）柁城児童クラブの施設は柁城小

学校の旧倉庫を使用しているが、ト

イレが整備されていない。プールの

前のトイレまでは遠く、天気の悪い

時や防犯の面でも問題がある。生活

の場として安心安全な施設となるよ

うトイレの設置を求めるがどうか。 

（３）保育料は市町村や運営形態によ

って違い、親の負担が大きい。保育

料が高く、入所できない家庭もある。

希望するすべての子どもが入所でき

る保育料にするため、減免制度の設

立を求めるがどうか。 

（４）児童クラブの支援員は、所得が

低く、長く働きたくても働けない実

態がある。子どもたちの放課後の遊

びと生活を保障するためにも、長く

働き続けられるよう処遇の改善を求

めるがどうか。 

（５）児童クラブのいっそうの充実

をめざす組織として、全体の児童ク

ラブ連絡協議会を設置できないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


